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2017 年    4 月    1 日現在 

フリガナ 

氏   名 

        ホセイ タロウ 

       印
○男
女

 

 

 
 

ローマ字 

姓（FAMILY NAME)=大文字     名（First Name)=最初のみ大文字

     HOSEI               Taro  

 

生年月日 
 

１９６０年（昭和 ３５年） １０月  ９日生 満 ４７ 歳

 

現  職 
所属機関    南北大学 
 

部局・職名   理工学部・教授 

 

 

本籍地 埼玉県 

 

現住所 

〒110-0011 

東京都千代田区富士見２－２－１ 

携帯（ 090 ）1234 － 5678  /固定電話（ 03 ）1234 － 5678 

 E-mail   abc1234@xyzmail.com 

                  学   歴 
入学･卒業 

進学･修了  

 1976年  4月 
東京都立 東西高等学校 

入学 

 1979年  3月 卒業 

 1979年  4月 
本州大学 工学部 建築都市システムデザイン学科 

入学 

 1983年  3月 卒業 

 1983年  4月 
富士見大学大学院 工学研究科デザイン工学専攻 博士課程前期 

進学 

 1985年  3月 修了 

 1985年  4月 
富士見大学大学院 工学研究科デザイン工学専攻 博士課程後期 

進学 

 1988年  3月 修了 

     年   月 
 

     年   月 

     年   月 
 

     年   月 

     年   月 
 

     年   月 

1988年  3月 

                        学位種類                 授与機関 

 

博士の学位取得  博士（工学）     富士見大学 
 

            

 

 

 

takeuchi
引き出し線
記入日を書く

takeuchi
引き出し線
丸印をつける

takeuchi
引き出し線
必ず手書きで記入下さい

takeuchi
引き出し線
押印を忘れないように

takeuchi
引き出し線
写真は半年以内に撮影したものを利用下さい

takeuchi
引き出し線
高校入学から記入下さい予備校は記入不要です

takeuchi
引き出し線
高校や大学は、入学と卒業にして下さい

takeuchi
楕円

takeuchi
楕円

takeuchi
引き出し線
大学院は、進学と修了などとして下さい

takeuchi
引き出し線
学位は、工学博士と博士（工学）のように年代によって正式名称が異なりますので注意して下さい

takeuchi
テキストボックス
ホウセイ　　タロウ



職    歴 

自1988年 4月 

至1990年 3月 
日本設計事務所 

自1990年 4月 

至1991年 3月 
株式会社総合製作所 デザイン本部 部長 

自1991年 4月 

現在に至る 
南北大学 理工学部 総合デザイン工学科 教授 

自   年   月 

至   年   月 

 

 

自   年   月 

至   年   月 
 

自   年   月 

至   年   月 
 

自   年   月 

至   年   月 
 

自   年   月 

至   年   月 
 
 

賞    罰 

 1993年  6月 

     年   月 

     年   月 

第50回研究論文賞受賞（デザイン工学会） 

  専攻分野 デザイン工学  

 所属学会等 デザイン工学会など 

                      学会・社会等における活動   

自1995年 4月 

至1998年 3月 
 

自   年   月 

至   年   月 
 

自   年   月 

至   年   月 
 

自   年   月 

至   年   月 

デザイン工学会 理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

教育実績の概要 

教授上の実績           常勤職    ２６ 年       月， 非常勤職     年          月 

同上主要担当科目  デザイン論、設計概論 

 

 

 

 

 

 

 

法政大学デザイン工学部

 

takeuchi
引き出し線
現在に至るまでの職歴を記入下さい

takeuchi
引き出し線
無い場合には、「なし」と明記して下さい

takeuchi
線

takeuchi
引き出し線
採用時までの見込み期間（何年何ヶ月）を書いて下さい同一期間に複数の科目を担当していても、それらを延べの教育年数にしないで下さい




